
 

Ɫ ͍ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ξ Φ ψ ◕ ְ 

ἠ  

Ⱨ Ộ 

 

˕ ⱧỘᵵ  ̞  

 

 

 

ʾᴍ Ы˔ϸ˔ψם☼ ῝ ⱲΤϣ ΦΨ  ΰθᴷ Ϭꜘβʻ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

͒ ͒Ὦ 

ΞΦψ◕  



 

 

 ⱳ 

 

1  ἠ Ỹχᾝệ ..................................................................................................................... 1 

͍.  -------------------------------- -------------------------------- ----------------------------  1 

͎. ϱрТж ệ -------------------------------- -------------------------------- --------------  2 

͏.   Ỹӽ -------------------------------- -------------------------------- --------------  3 

͐. ☼ χ ệ -------------------------------- -------------------------------- -----------------  4 

2  ṁ    ................................................................................................................................... 7 

͍. -------------------------------- -------------------------------- ------------------------  7 

͎. ϘκξΨϤЀрЈФЕ -------------------------------- -------------------------------- ----------  8 

͏. ☼  -------------------------------- -------------------------------- ---------------------  8 

͐. ⱧỘ Ặ  -------------------------------- -------------------------------- ------------  9 

3  ὓᵊ ................................................................................................................................. 15 

͍. ◕ְ -------------------------------- -------------------------------- -----------------------  15 

͎. ЄϴϯІЧ˔І -------------------------------- -------------------------------- ----------------  16 

͏. ῲ  -------------------------------- -------------------------------- ---------------------------  17 

͐. -------------------------------- -------------------------------- -----------------------  17 

͑.  -------------------------------- -------------------------------- ---------------------------  18 

͒. ζχ Ặ Ⱨ-------------------------------- ‮ -------------------------------- ----------------  19 

͓. ὓᵊϱЮ˔Ѕ  -------------------------------- -------------------------------- -----------  19 

͔. ⱧỘ ꜠ˢ ˣ -------------------------------- -------------------------------- -------------  19 

͕. ⱧỘІϺ˔Э  -------------------------------- -------------------------------- ----------------  20 

͍͌. ᵵ▄ⱧỘ ẉό ІϾЅв˔иχᾁ  -------------------------------- --------------------  21 

╥―ʿῖ Ỳʾ Ỳ  ..................................................................................................................... 22 

 

 

 



м 

1  ἠ Ỹχᾝệ 

͍.  

うきは市は、福岡県の南東部に位置し、西は久留米市、南は八女郡星野村、北は朝倉市、東は大分県

日田市と接している。地形的には、南に耳納連山を抱き、北に「筑紫次郎」と称される筑後川が流れて

いる自然に恵まれた地域である。耳納連山を源流とする巨瀬川、小塩川、隈上川が市内部を流れ、筑後

川に注ぎ込んでいる。 

交通アクセスは、福岡都市圏より高速道路で約 50分、ＪＲ博多駅から鹿児島本線、久大本線軽油で

60分と福岡都市圏への通勤も可能となっている。 

対象となる西隈上団地（以下、「事業対象地」という。）は、右図・下図に位置している。 

̙ⱧỘ ӡ  

 

̙ χᵵ  

 ΞΦψ◕ ֕ 261  ᵰ 

ⱧỘ ̞ 21,370  

ᾂ  ◕  

̞ ὓ  ℅ ὉʿJGD2011 / Japan Plane Rectangular CS II ֲ : Transverse MercatorˢᴅЮиϸЕи ˣ 

̙ ἠ χᾝ∕χ ◓ 

  
 



н 

͎.ϱрТж ệ 

(1) ʾᴞ  

うきは市には上水道は整備されておらず、地下水を利用している。一般住宅では、地下水をくみ上げ

て利用しているが、西隈上団地内は地下水を利用した専用水道による給水となっている。 

西隈上団地専用水道で利用されている井戸は団地内に２か所、貯水タンクは１か所あり、市営住宅で

は建替後も専用水道を利用する。 

下水道管は下図の通り埋設されているが、既存住宅はくみ取りであり、下水道に接続していない。下

水道は市道の下に埋設するため、市道の線形にあわせて下水道の整備が必要となることがある。分譲宅

地に公共ますを設置した場合は、事業者に受益者負担金の負担が生じる。 

̙ӻᾭʾ Ќрϼʾᴞ ˢᵵ ˣχӡ  

 

 

(2) ṓ 

敷地内には九州電力の電柱が整備

されている。なお、2016年（平成 28

年）4月 1日以降は、電気の小売業へ

の参入が全面自由化され、家庭等で消

費者が、電力会社や料金メニューを自

由に選択できるようになっている。 

 

(3) ᵲ 

テレビの電波が入りにくい場合があり、付近のアンテナから有線で、各戸にテレビ線を接続している。 

  



о 

(4) ϹІ 

本団地は、プロパンガスでの供給エリアとなっている。 

  

 

͏.  Ỹӽ 

想定される最大の降雨があった場合、洪水浸水想定区域図では、事業対象地にて、浸水深 0.5～3.0ｍ

が想定されている。 

̙  Ỹӽχ◙ ệ 

 

ʿΞΦψ◕ › ←ЫАФϬṁτԁ ᴥῬ 

  



п 

͐. ☼ χ ệ 

(1) ︠σ☼ χ ệ 

主な生活利便施設、公共施設、学校等の立地状況は以下の通りである。 

 

 

(2) ⱧỘ τΣΪϥ χⱧ  

 敷地周辺にて、民間事業者が分譲している宅地の規模・価格例は、以下となっている。 

 

 ΞΦψ◕ ֕ ἠ  

ΞΦψׄ 3  

ΞΦψ◕ ֕ ἠ  

ΞΦψׄ 16  

ᴣ ᶊ ˗ד ˢ6.85ד 640  ˣ 

῝  308.73 / 93.39 

˗ד ˢ6.64ד 465 ˣ 

῝  231.59 / 70.06 

Ỹ ᵊ ᶤ 
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(3) ἠ χᾝệ  

 ạּיχ ệ 

現在の入居率は43.8％となっている。 

世帯人数別では、単身世帯53.1%、2人世帯34.7%で約 9割を占め、単身世帯のうち高齢者単身世帯

は入居戸数全体の約半数となる。 

̙ ạּיχ ʿ ἠ  

‮ ם      

ᾭ  112ᾭ 100.0% 

ạᾭ  49ᾭ 43.8% 

 

 26ᾭ 53.1% 

2  17ᾭ 34.7% 

3  5ᾭ 10.2% 

4  1ᾭ 2.0% 

5 ӟ  0ᾭ 0.0% 

ὓ 49ᾭ 100.0% 

 

‰ יּ יּ  27ᾭ 55.1% 

‰ χϙχיּ  6ᾭ 12.2% 

ζχ ‰ χΜϥיּ  9ᾭ 18.4% 

‰ χΜσΜיּ  ͓ᾭ 14.3% 

ὓ 49ᾭ 100.0% 

 

  



с 

 ◕ὓᵊ  

◕ ὓ ᵊ Ỹ ӽ ◕ὓᵊỸӽ ӽ σΰ 

ὺ  70̋   200̋ 

ֲ ṛ  
σΰs ᴎᾉ ḚỸӽχˮ ӽχ◙ χσΜỸӽ τ˯νΜοψʺ Ỹӽ

τ◙ ΰοΜσΜʻx  

הּ ᾢ 
הּ  ẩ  ʿ20Ή ῠ ʿ1.5 

הּ  κ ΥϤʿ20Ή ῠ ʿ2.5 

̙ ◕ὓᵊỸӽ 

 

ʿ ◕ὓᵊỸӽχ◙ ỸӽτνΜοˢ ᴎᾉШ˔ЭЧ˔ЅˣϬṁτԁ ᴥῬ 

  

ⱧỘ  



т 

2  ṁ    

͍.  

現西隈上団地は、市道千足新町中線と水路により四分割されており、27棟の市営住宅、集会室、広場

を整備している。また、現西隈上団地に隣接して付随市有地（空地）が位置している。 

本事業は、下図に示すとおり、住宅・集会所・広場・道路・水路・・付随市有地を含めた約 21,370㎡を

事業対象地とする。 

̙ⱧỘ  

 

 

  



у 

͎.ϘκξΨϤЀрЈФЕ 

ϣΰρῖ Υạ ϢΜʺ ἷ ЯДи  

 ̧◕ְ ˢ ἠ χxὺ τ›ϩδο αϥ τ ῲ̋ Є̋ϴϯІЧ˔Іʺ Ϭ ʻ

◓Ӿο τ ωϦʺ ϙϞβΜḕẽϬ Πʺ ϣΰϞβΨῖ Υ ϢΜ ϬνΨϥʻ 

 ̧ˮΞΦψ◕Љкϸ˔ЩрЄГϰ ᾠ˯ρˮ “ ӽˢḕẽ ˣχ ˯Ϭ ϘΠʺⱧỘ πψʺ

͚ͯ͝ʾ͚ͯ͗ʾ™ϵК Ϭ ớ τ︡Ϥ Ϧʺˮ ἷ ЯДи ˯ρσϥ Ϭ ◙β  ̒

 

͏.☼  

(1) ◕ְ  

Ј˔ТГϰКАЕρσϥ χ  

̓ 住宅確保要配慮者（低所得者等）に適切な住まいを供給する。 

̓ 現状の入居者構成に配慮しつつも、将来の入居者属性を想定したタイプ別供給を行う。 

̓ ＺＥＨ－Ｍ※1を満たし、耐久性が高く、維持管理しやすい市営住宅を整備する。 

̓ エネルギーマネジメントやエネルギー代金の流出抑制（エネルギーの地産地消）の観点から、オ

ール電化とし、再生可能エネルギーを導入する。 

 

̞1 Υ͍ ӟ ͏ ӟᴞχ › ψʺ › χZEHχ ṰτΣΪϥ χ ᴣΥNearly ZEH-Mӟ Ϭ βϥάρʻ 

Υ͐ ʾ͑ χ › ψʺ › χZEHχ ṰτΣΪϥ χ ᴣΥZEH-M Readyӟ Ϭ βϥάρʻ 

ⱧỘτΣΜοʺӟᴞ ρβϥʻ 

 

(2) ῲ  

ϜΥ►ΜϞβΨ σ όΥᴦ σῲ Ϭ  

̓ 市内に不足する広場を整備し、良好な居住環境と子育て環境の創出を図る。 

̓ 市営住宅居住者や周辺住民や分譲住宅地に住む住民の健康や住みよい環境作りに向けて広場を整

備することで、周辺地域の生活環境の向上につなげる。 

̓ 広場は公営住宅入居者、分譲宅地入居者だけでなく、地域住民など多様な年代、立場の人々の交

流の場となるように整備する。 

 ̓子どもだけでなく、誰もが様々な遊び（ＢＢＱなどアウトドア利用等）ができるような広場づくりを行う。 

 

(3) ЄϴϯІЧ˔І ˦ ᶨ ˧ 

ῲ ρԁ τ πΦϥῖ χ ξΨϤ 

̓ ＺＥＢ※2を満たした、地域コミュニティの醸成や子育て環境の充実を図る施設として交流機能・

スペースを整備する。 

̓ テレワークや新たな働き方が可能なオフィス機能を設ける。 

 

̞2 ὺ ϵК ͓ τṁξΨ ϵКиϻ˔ ꜘˢBELS̋ יּ╣ Ϭ ΪοΜϥϜχτᾢϥʻx τΣΜο˰ZEB˱̋

NearlyZEBχΜγϦΤχ ϵКиϻ˔ ᴣχ Ϭ︡ βϥάρʻ 

ⱧỘτΣΜοʺӟᴞ ρβϥʻ  



ф 

(4)  ˦ ᶨ ˧ 

יּבֿ χ τνσΥϥ Ϭ ◙β 

̓ 若者世代が土地・住宅を取得しやすく、子育て世帯が住みやすい環境を整え、若者世代に選ばれ

る魅力を備えた住宅地形成を目指す。 

̓ 上記の市の意図を条件として事業者に土地を売却し、事業者のノウハウで分譲地整備と販売を実

施する。 

̓ 脱炭素型住宅地として、ZEHまたは ZEH＋を満たした住宅の立地を目指す。 

 

(5) ◕  

ӗ π ΦϞβΜ  

̓ 周辺住民や広場・シェアスペース利用者の交通安全を優先し、快適な歩行空間を整備する。 

 

͐.ⱧỘ Ặ  

(1) ←ʾᾚ←Ṑ  

├Υ☼ήϦθ ←ʾᾚ←χ ξΨϤ 

̓ 洪水浸水想定により、浸水が懸念される。水災害に対する防災・減災が機能する住宅地として整

備する。 

 

(2) ™ ᴦ ϵКиϻ˔  

“ ӽτṁξΨ ⱧỘπ  

̓ 太陽光発電設備や蓄電池等は、脱炭素先行地域の事業に基づき、施設所有者（市または分譲宅地

における住宅の建築主）の判断による整備を想定する。ただし、再生可能エネルギー設備を設置

できるよう、本事業にて、屋根形状や荷重の設計、設置スペース確保等に配慮する。 

̙ ⱧỘρ™ ᴦ ϵКиϻ˔ χ χ Ӥ 

◕ְ  

̞ ʾ ӟᵰψʺͥ͛͞ⱧỘχ Ӥ 

  

ԁⱳϵКиϻ˔ χὓ▄ψ
PFIⱧỘτḯϚʻ 



мл 

̙ ⱧỘρ™ ᴦ ϵКиϻ˔ χ χ Ӥ 

 

ЄϴϯІЧ˔І  

シェアスペースの太陽光発電設備と 

蓄電池の設計・設置は、PFI 事業に含む。 

  

再エネ設備は、建築主が独自の判断で 

整備するが、ZEH・ZEH＋を積極的に促す。 

 

̙◕ְ χ ằẚᵵ ˢ ˣ 

 

・ 

̞ᾝⱲ χ πΚϤʺ  βϥάρΥΚϥʻ 

  



мм 

˦ “ ӽˢḕẽ ˣρ ⱧỘχḩἰ˧ 

当該エリアは、令和 5年 11月 7日に、環境省が募集

する脱炭素先行地域に選定された。 

脱炭素先行地域とは、2030 年度までに民生部門（家庭

部門及び業務その他部門）の電力消費に伴う CO2 排出の

実質ゼロを先行的に実現する、「実行の脱炭素ドミノ」の

モデル地域として、国が選定している地域である。脱炭素

先行地域に選定されると、地域脱炭素移行・再エネ推進交

付金に基づいて、脱炭素先行地域内の省エネ・再エネ等の

事業に対して、国から手厚い支援を受けることができる。 

事業対象地は、「B.住まいの提供エリア」に含まれ、積

極的な脱炭素化を図ることとしている。 

具体的な取組は、以下を予定している。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

＜取組③＞建替市営住宅などの ZEH－M 化【実質ゼロ】 

115戸・（第 1期 60戸、第 2期 55戸 ※戸数や住棟数に変更の可能性あり）の建替を想定し、太陽

光発電設備は屋根置きとカーポート型などで 281kW、蓄電池は 500kWh、各戸にはエコキュートなど

の導入を想定する。 

＜取組④＞戸建住宅などの ZEH化補助【実質ゼロ】 

新規分譲宅地 18戸などを対象として想定する。エコキュート、太陽光発電設備、蓄電池など、再エ

ネ・省エネ設備の普及のための家庭用補助制度などの創設を想定する。 

＜取組⑤＞シェアオフィスなど・新設の ZEB化【実質ゼロ】 

市営住宅の建替に伴って、余剰地に新規に整備されるシェアオフィスや集会所などに、太陽光発電

設備と地中熱（冷暖房・鋼管杭 4本など）などを想定する。 

＜取組⑰＞西隈上団地などにおける EV・用の急速充電設備などの設置(運輸部門) 

西隈上団地では、シェアオフィス利用者や西隈上団地居住者の利用を想定し、EV用の急速充電設

備の設置を行う。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

本事業においては、この取組を満たすことが求められている。 

 

なお、脱炭素先行地域におけるスケ

ジュールは、右図であり、2028年度ま

でには成果を出せるよう目指す。 

 

 

 

 

 

̞ “ ӽ τΣΪϥ¬ЄϴϯϷТϰІºψʺ ⱧỘτΣΜοˮЄϴϯІЧ˔І˯χάρ ̒



мн 

 

 

  



мо 

̙ ϱЮ˔Ѕ 

 

 

̞◕ְ Ћ˔рρ Ћ˔рτΣΪϥ Ί ʾ χ ὓʾ ψʺ◕Ϙθψᾭὺ χὺ ︠Υᾁ βϥθϛͥ͛͞ⱧỘτψḯϘσΜΥʺᾁ χ∑τψʺ◕ρ ⇔ϬẸṳβϥʻ 

̞ᶆЋ˔рχӡ ḩἰψ ΦΨ  ΰσΜάρρβϥΥʺ ἹʾЋ˔р ᶤ›χ  ψᴦρβϥʻ 

̞ Aʾ Cʾ Dψʺᵫ Ẩᴦṁ Ϭ ︢ΰθ Ἱχ  ʺ Ϝᴦ ʻθιΰʺ Ϟ ϒχֲốϜ᷈ӛΰοᾁ βϥάρʻ 

  



мп 

̙ ϵКʾ™ϵКτḩβϥᵔ  

ZEHʾZEH˴ ZEH˵M 

 
ʿ ϵКЪ˔ЌиЂϱЕˢὊↄ▀Ộ  ⱢᾛϵКиϻ˔ ˣ 

 

͚ͯ͝ρψˮ ᵰ χ Ϭ τΰ ήδϥρρϜτ ‰̋῟ σ ЄІГЭχ

τϢϤ ע̋ ḕẽχלϬӲⱱΰνν σ ϵКиϻ˔Ϭםᾝΰθ π ™̋ ᴦ ϵК

иϻ˔Ϭ βϥάρτϢϤʺ ḧχԁⱳϵКиϻ˔ χ ◦ΥЉкρβϥάρϬ

◙ΰθ ˯πΚϥʻ 

 

͚ͯ͝ 

ӟᴞχ ˙ χβϓοτ ›ΰθ  

͚ͯ͝ếᴟᵰ ṁ  

™ ᴦ ϵКиϻ˔ Ϭ Φʺṁ ԁⱳϵКиϻ˔ Τϣ 20̋ӟ χԁⱳϵКи

ϻ˔ ⌡ᾚ 

™ ᴦ ϵКиϻ˔Ϭ ˢ ˣ 

™ ᴦ ϵКиϻ˔ ϬᴥΠοʺṁ ԁⱳϵКиϻ˔ Τϣ 100̋ӟ χԁⱳϵ

Киϻ˔ ⌡ᾚ 

̞ϵКиϻ˔τἰϥ τνΜοψʺ Ϭיּ ϩγ ᵺ χ τ ήϦϥϜ

χρβϥʻ 

 

͚ͯ͝˴ 

Ṝ͚ͯ͝ṁ Ϭ θΰθ πʺӟᴞχ ˙ χβϓοτ ›ΰθ  

™ ᴦ ϵКиϻ˔ Ϭ Φʺṁ ԁⱳϵКиϻ˔ Τϣ 25̋ ӟ χԁⱳϵКи

ϻ˔ ⌡ᾚ 

ⱳχ͏ χΞκ͎νӟ θβάρʻ 

A ᵰ χ σϥếᴟʻ 

B ‰ ϵКиϻ˔ЫКЅЮрЕʿHEMS τϢϤʺ Ί χ Ϭ

Ӄΰθ πʺ χ ʺẚ Ϭ Ὲᴦ πΚϥάρʻ 

C ṓꜛ Ϭᶨכּ ΰθꜛᴪ χᶈ ʿ Ί τϢϤ ΰθ Ϭ

ṓꜛ כּ τ Ϙ̋θψ ṓꜛ ρכּ ḧπ Ϭ βϥάρϬᴦ ρ

βϥ Ϭ ΰʺּכᾫ τΣΜο► ᴦ ρΰοΜϥάρʻ 

 
ʿˮ ZEHχ ẉ τΰΪθ ├ ΰρ ͎ χḩ ▄ӛˢ ͎ ͏Ὦˣ˯  

ZEB 

ϵКˢ50%ӟ ˣ˴ ϵКπ100%ӟ χԁⱳϵКиϻ˔ χ⌡ᾚϬםᾝΰοΜϥὺ  

  

ʿZEB POTALsḕẽ ˣ 

 



мр 

3  ὓᵊ 

͍.◕ְ  

̓ 長期にわたり安全で良質な住宅ストックとして活用できる建物とする。 

̓ 公営住宅法等を遵守し、住宅に困窮する世帯に対して低廉な家賃で健康で文化的生活を営むに足りる

住宅とする。 

 

(1) ὓᵊ 

̓ 日影規制の指定はないが、北側の農地の日影に配慮する。 

̓ 住棟の周辺に駐車場やゴミ置き場、児童遊園（小規模）を配置し、日常生活における利便性を高める。 

̓ 災害時の共助などを想定して多様な世帯がコミュニティを形成することができるレイアウトとする。 

 

(2)   ʾ ὓᵊ 

̓ メンテナンスが容易でライフサイクルコストを安く抑えられる、高耐久な構造とする。 

̓ ＺＥＨ－Ｍを満たし、屋根に太陽光発電設備が設置できるような耐久性、形状とする。ただし、木造

は不可とする。 

̓ 必要に応じて、受水槽を設ける。 

̓ 3階以上の住棟ではエレベーターを設置する。また、階数にかかわらずバリアフリーに対応する。 

 

(3) ᴦ ᾭ ρἷ ằẚ 

̓ 建替後における目標管理戸数は、55戸とする。 

̓ 少子高齢化の進行により、高齢者のいる世帯、単身高齢者世帯の増加が予想される一方で、子育て世

帯への支援も必要とされることから、住戸規模を大きく 3タイプに分ける。型式別の住戸数は、以下

のとおりとする。 

̓ 単身・夫婦世帯の住戸（1DK、2DK）を 9割、ファミリータイプ（3DK）の住戸を 1割と設定した。 

̓ 入居者数に対して柔軟性の高いプランである２DKは入居意向が高いため、１DKよりも多い６割程

度の設定とした。 

̓ 現入居者の単身割合は 60％を超えてきていること、入居希望者は単身者が多くなっていることから、

１DKを３割程度と設定した。 

̙ ᾭ  

ḧ︡Ϥ 1DK 2DK 3DK 

ˢ ӗˣ 
32.9% 57.1% 

10.0% 
90.0% 

ᾭ ˢ ӗˣ 18ᾭ 31ᾭ 6ᾭ 

 

כּ (4) ʾ  

̓ 西隈上団地はうきは市においては比較的利便性が高い場所に立地しているものの、日常生活において

は車の利用頻度が高い。そのため、戸数の 1.3倍程度の 70台程度の駐車場を整備する。このうち、

バリアフリー対応の駐車場も 4区画程度整備する。 

̓ 送迎や緊急車両の停車を想定して、一時駐車スペースやエントランスまでの動線を確保する。 



мс 

̓ 駐輪場は、市営住宅全体で 60台分確保し、屋根を整備する。 

 

(5) ᵓ  

̓ 市営住宅入居者が利用する集会所は、100～140㎡とし、西隈上団地全体で１カ所、住棟内１階に整

備する。 

 

͎.ЄϴϯІЧ˔І 

̓ 広場利用者、子ども、子育て世帯、団地居住者、周辺住民等が憩い、過ごすことができる施設とする。 

̓ 延床面積 200㎡程度のＺＥＢを満たした平屋建て建築物とする。構造は問わないが、屋根に太陽光

発電設備が設置できるような耐久性、形状とする。 

̓ 広場・シェアスペースの利用者向けのトイレ（男女＋身障者用）を、必要規模整備する。 

̓ 広場との空間的連続性、アクセス性に配慮する。 

̓ 以下の導入機能を整備する。 

 

◓ςϜχᴒ ό  ῐּיχᾋ︢ϤϬ τʺ ⱪӟ Υӗ τ ϓϥʺᵃέδϥІЧ˔Іʻ 

Ẉ Ἶ І Ч ˔ І ῲ יּ ΥẈἾπΦϥІЧ˔Іʻ 

Є ϴ ϯ Ϻ А Ў р 
ḛ σ χ ϞϱЦрЕπ πΦϥ ṛ σϺАЎр Є̒ϴϯϷТϰ

Іχẚ ρΰοχע Ϝᴦʻ 

Є ϴ ϯ Ϸ Т ϰ І χ ṛ ḼỘʾṞỘᴪ Υ ΪϥʺḧּסϤπΦϥϷТϰІʻ 

Ḛ ῲ ע ϞЄϴϯІЧ˔ІχḚ ˢיּ βϥ ›ˣΥ ʻ 

Е ϱ й ῲ Τϣ24Ⱳḧ πΦϥЕϱйʻᾖ ʺЄϴϯІЧ˔Іρ› βϥʻ 

כּ כּ  ρ ʻ ṓꜛ χכּ Ϭᶎ ʻ 

™ ᴦ ϵКиϻ˔ ᴒ₢ Φ Ί ρ Ϭ ϸ̒˔Ъ˔Еἷ Ί ψ

ΰσΜʻ 

ζ χ  Ṑᵣעʺ ʺᵰ  ʺὺ ρΰο σ ʻ 

̙ϱЮ˔Ѕ 

・ 



мт 

͏.ῲ  

̓ 子ども、子育て世帯、団地居住者、周辺住民等が憩い、過ごすことができる広場・（2,000㎡以上）と

する。 

̓ 子どもが、広場から道路に飛び出さないよう、植栽等により安全対策を行う。 

̓ 広場のほか、以下の機能を整備する。 

ἇ ◌ҹ ЦрЎ 

   

⅝ ϱЦрЕ ΥπΦϥἋḧ 

 

ӲⱱḚ χΰϞβήτ ΰʺᵃ σ

⅝Ϭ Ϊϥ 

  

ζχ  

ᵹ הʺ ʺ כּ  sϸ˔Ъ˔Еἷ Ί ψ ΰσΜˣ ʺῲ Ṑ τ σ☼ ʾ

Ϭᶎ  

 

͐.  

̓ 現市営住宅の除却と更地化は、ＰＦＩ事業費に含め実施する。 

̓ 市は、更地となった土地を事業者に売却する。 

̓ 事業者は、自らの資金・ノウハウを活用し、民間事業者の事業として、宅地造成・（70坪以上／区画、

10戸以上）して販売する。ただし、脱炭素型住宅地として、ＺＥＨまたはＺＥＨ＋を満たした住宅地

形成を目指し、市は販売促進を支援する。建て売り住宅も可能であるが、具体的な販売方法は、事業

者の提案に基づくものとする。 

̓ 若者が土地を購入しやすい価格設定とするため、過剰なインフラ整備を行わない。 

̙ϱЮ˔Ѕ 

  



му 

͑.  

̓ バリアフリー、街路灯、歩行者の安全対策など、必要な整備を行う。 

̓ 維持管理のしやすさに配慮すること。 

̓ 植栽は設けないこと。 

̓ 道路は、以下の整備を行う。ただし、道路 A・C・Dにおいては、応募者の提案（開発許可基準等

に準拠すること）により、市との協議のうえ、線形や付替等の変更も可能である。 

  ṛᶊ ― 

כּ     Ԍ ט   

͖ ◕  ͒Ή τ2.3Ή 10.6m  230Ή ˕ 

͗ ◕ Ƌ  ͒Ή τ2.3Ή 8.3m  60Ή ˕ 

͘ ◕ 5‹  ͒Ή σΰ ͒Ήӟ  23Ή 
ῲ χӗיּ

Ϭᶎ ΰʺ ό

ΰ ♁Ϟ χ

∙ ϬῬ βϥ  ̒
͙ ◕  ͒Ή σΰ ͒Ήӟ  28Ή 

E  ˕ ͒Ή ˕ ͒Ήӟ  52Ή 
χ

Ϭᶎ ʻ 

͛ ◕ ʾ  ˕ ˕ ˕ ˕ 
Aρχ

χ ᵠ ʻ 

 

̙ῲ χӗיּ Ϭᶎ ΰʺ χ ∙ ϬῬ βϥϱЮ˔Ѕˢԁ ˣ 

   



мф 

͒.ζχ Ặ Ⱨ‮ 

̓ 想定し得る最大規模の降雨により隈上川が氾濫した場合、事業対象地は最大 3m程度の浸水被害とな

ることが想定されている。この洪水被害を軽減するための防災・減災対策を講じる。 

̓ 調整池、防火水槽等、必要な規模を算定し、適切な場所に整備する。 

̓ 市営住宅ゾーンにおける太陽光発電・（屋根設置型・カーポート型）と蓄電池の整備は、脱炭素先行地

域に基づく事業で整備を想定しており、ＰＦＩ事業には含まないが、設置することを想定して、躯体

等の設計を行う。 

 

͓. ὓᵊϱЮ˔Ѕ  

 整備イメージを踏まえ、整備計画図を整理する。 

応募者から、魅力的な住宅地形成に向けた提案を求める。 

̙ ὓᵊϱЮ˔Ѕ  

 

 

͔.ⱧỘ ꜠ˢ ˣ 

本事業（分譲宅地の造成・販売は除く）は、ＰＦＩ法に基づき、事業者が本施設の設計及び建設を

行い、完成後、市に所有権を移転する方式「ＰＦＩ－ＢＴ方式」とする。 

市営住宅の建替にあたり、現居住者に対する仮移転・本移転の支援を行う「居住者移転支援業務」

を行う。  



нл 

͕.ⱧỘІϺ˔Э  

・  



нм 

͍͌.ӛ ᾢᶛẉό ІϾЅв˔иχᾁ  

(1) ӛ ᾢᶛˢ ₅ϙˣ 

ᶛ 19ᴑ2 ˢד ₅ϙˣ 

PFIⱧỘˢ ὓʾῬⱧʾӱ Ộכ◦ ˣχ ᶛʻ 

 

(2) ІϾЅв˔и 

整備のスケジュールは、脱炭素先行地域のスケジュールを参考としながら、以下のように整理する。

令和 6年度に事業者を選定し、令和 7年度から令和 11（2029）年 3月 31日を整備期間とする。 

なお、分譲宅地は、宅地売却に時間を要すると考えられるため、できる限り早めに売却できるよう、

事業の早い段階で整備することを想定する。 

̙ ІϾЅв˔и

 

 

̙ ІϾЅв˔и 

Ⱨ Ộ Ἰ Ὣ 7s 2025x͐Ὦ  

Ⱨ Ộ ṍ ḧ ⱧỘἸ Ὣ ˙ 11s 2029x 3Ὦ31 Ϙπ 

ὓʾὺ ṍḧ ⱧỘἸ Ὣ ˙ 11s 2029x 3Ὦ31 Ϙπˢᾗ︢ˣ 

̞ χⱧỘτο ΰοΜϥʺὺ χᴒ ϒχ Ί χ Ϝʺ

άχṍḧπḁ ΰοΣΨ ΥΚϥʻ 

ᴠӱ ԏʾׇΰṍḧ ⱧỘἸ Ὣ ˙ 7s 2025x 10Ὦ31 Ϙπ 

ӱ ԏʾׇΰṍḧ ὺ ằ ῇ˙ 11s 2029x 3Ὦ31 Ϙπ 

 ⱧỘṍḧ τΣΜοʺᴦ σᾢϤ χ ρ χὺ Ϭ ◙βʻ

ψⱧỘּיΤϣ ӛϬẐϛϥʻ 

 

ṍḧ 

῝ ᵫ◐ΤϣḼᵊ Ϙπ 95  

ἇ ІϾЅв

˔иψ Ⱨ̋ỘּיΤ

ϣχ ӛϬ

ΰοΜϥʻ 

τḩἰβϥ◕ ψʺ τ›ϩδο Ϭ  ̒



нн 

╥―ʿῖ Ỳʾ Ỳ  

̙ π► πΦϥ† ʾạיּ כ◦ϒχיּ ԁ ˢ 5 Ⱳ ˣ 

 
Ỳχ  Ὂ  ᶛ יּ 

 
Ӥ 

 άςϜϵЀβϘΜ 

 ⱧỘכ◦

ZEHйЦиχ

χ  

◓Ӿο Ϙθψֿיּב

 
 ᾭ/ד100

⁯ 

 ӽἷ  

Ͻз˔рᴟⱧỘ 

ZEHχ  ◓Ӿο ʾֿיּב  
Ω  ᾭ/ד140

ⱧỘ ZEHχכ◦͚ͯ͝   ʾ Ϭὺ ʾ† β

ϥᾤ ʺ ρσϥיּ  
Ω  ᾭ/ד100

 ◓Ӿο ЫϱШ˔Э︡

כ◦ Ỳ 

χ  ʾ͍͔⅞ӟᴞχ◓ςϜχ

Μϥ  

ʾ ₒ͏ ӟ π Υ

ρϜτ39⅞ӟᴞχ  

ṁ ᶛʿ5͌  ד

̞ζχ ᴥ▄ΚϤ 

Ξ
Φ
ψ
◕

ӽ

 

 Ὣₒ ᶨ◦כ Ỳ χ†

 

ԏμׇΰ  

ΥρϜτ39⅞ӟᴞΤ

ν ›̋ὓχ Υ500ד

Τν ◕̋ τ Υ

Κϥ   

Ω 60  ד

 ӽ ∙ ⱧỘ

Ỳ 

χ  ΞΦψχ ӽ▀ ∙Ϭ►

ΰο Ϭ“Ξּי 
Ω 60  ד

 ΞΦψ◕ӱ Ỳ ˕ ẰίΤϣχӱכ◦ Ω יּ  ד100

 ΞΦψ◕ ᶘỲ ḥ◦כ

Ỳ 

˕ 30⅞ӟᴞπὋ ΰο͍

ӟ ΞΦψ◕τ Υ

Κϥ◕ πʺ χ ᶘỲ

Ϭꜛϣ“μοΜϥּי 

Ω 24 /ד  

ˢ͑ ḧˣ 

 ᴪ ІЕ˔Уχ

 

θτ β

ϥ ІЕ˔У

ˢ χx  

τὺ βϥὺ

︠ 

ʿ3/4 Ξ
Φ
ψ
◕

“

ӽ
̞

χ
ϙ

R10

Ϙ
π 

 ZEH̋ZEH+ᴟ ˢᴠ

ˣ 

ZEH̋ZEH˴χ

 

Ω ʿ100ד/ᾭ 

ˢZEH+χ ›ˣ 

 ‰῟ ṐṀ ˢᴠ

ˣ 

‰῟ ẚ ʾ

ʾἋ ṐṀχ

 

ʿ2/3 

 Ί

ˢᴠ ˣ 

Ί

χ  
ʿ2/3 

 ˢᴠ  x χ

 
ʿ3/4 

 EV

ˢᴠ ˣ 

ʺ

 
ʿ3/4 

̞ⱧỘ ψʺ “ ӽτḯϘϦϥʻ 

ʿ ˙ τνΜοψᾁ χ Ỳʻζχ ψ ͑ χ ỲπΚϤʺ₈ῇ βϥᴦ ΥΚϥʻ  



но 

̙ЯДиϾ˔І 

ᴪ    ˢ35x̋ ⅎˢ33x̋ ◓ˢ2xʺ ◓ˢ1x χ4 ᴪ  ΥΞΦψ◕τӱ  

ḧ︡Ϥ ᾭὺο ˢ3LDKx ט 130ˢ 40 ˣ 

 

Ὧʿ ‮ ˢᴠ ˣ ᶨ Ỳʾ ᶛ 

ᾭὺο ὺ ˢ3LDK̋ZEH˴ṁ ˣ 

3,500 ד  

◓Ӿο ЫϱШ˔Э︡ כ◦ Ỳ 

̠ 50 ◕ᴥ▄ˢ˴ד ☼Ῥˣ͍͌  ד

ӽ ∙ ⱧỘ Ỳ 

̠ 60  ד

ZEH̋ZEH+ᴟ ˢᴠ ˣ 

̠  ד100

 

‰῟ ṐṀˢLED ˣ 

8 ד  

‰῟ ṐṀ ˢᴠ ˣ 

̠ 5  ד

‰῟ ẚ ṐṀˢϵЀϺв˔Е300L ˣ 

45 ד  

‰῟ ṐṀ ˢᴠ ˣ 

̠ 30  ד

‰῟ Ἃ ṐṀˢϵϯЀр͏ ˣ 

30 ד  

‰῟ ṐṀ ˢᴠ ˣ 

̠ 20  ד

Ί  

ˢᴒ₢ Φʺꜛᴪ ʺ5kW ˣ 

ד150  

◓Ӿο ЫϱШ˔Э︡ כ◦ Ỳˢᴥ▄  x

̠ 10  ד

Ί ˢᴠ ˣ 

̠  ד100

ᴪ ˢ6.5kWh ˣ 

ד240  

◓Ӿο ЫϱШ˔Э︡ כ◦ Ỳˢᴥ▄  x

̠ 10  ד

ˢᴠ ˣ 

̠  ד180

ІЕ˔У 

ˢ ˴ד100 60 ד ˣ 

ד160  

ᴪ ІЕ˔Уχ ˢᴠ ˣ 

̠ 75 ˢד χ3/4x 

ζχ  

Ὣₒ ᶨ◦כ Ỳ 

̠30  ד

ΞΦψ◕ӱ  Ỳכ◦

 ד100̠

 

 ⱧỘ ˢ ˣ ⱧỘ ᵰχ › 

Ί˴  Ίσΰʺ σΰ Ί˴  

ᶛ 3,500 ˢ ד  x 3,100 ˢ ד  x 3,500 ˢ ד  x

ᶛ  780 480   ד   ד425   ד

ᶛ 2,720 2,620  ד   ד3,015  ד

̞ꜛ π™ϵК Ϭ ΰσΜ ›ϜʺPPAⱧỘּיρἸ βϥ ϜΚϥʻ 


